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（7.04T）を用いて切腱術前，切腱術後 2 週および 4 週に下腿三頭筋のプロトン密度強調画像
および拡散テンソル画像を撮像した．プロトン密度強調画像の横断像で下腿三頭筋筋腹を同定
し，関心領域に設定した．関心領域の DTI パラメータであるλ1，λ2，λ3 および fractional 








DTI パラメータの経時的な変化で，λ1 はアキレス腱切腱術後 2 週および 4 週で低下し
（P<0.01），λ2 およびλ3 は切腱術後 4 週で低下した（P<0.01）．切腱術後 4 週に fractional 
anisotropyは増加した（P<0.01）．組織学的所見で，筋束の境界は不明瞭となり筋束間は開大し
ていたが，筋周膜外に結合組織の増生はみられなかった．切腱術後 2週以降，足関節底屈力は
患側で低下し（P<0.01），下腿三頭筋腹長軸長は患側で短縮し（P<0.01），横断面積は減少した
（P <0.01）．DTIパラメータと運動機能の関連においては，λ1と底屈力の間に強い正の相関を
認めた（R=0.89，P<0.01）．DTIパラメータと形態計測結果との間で，λ1と下腿三頭筋腹長軸
長が相関した（R=0.81，P<0.01）． 
実験動物において，アキレス腱切腱術後に下腿三頭筋の筋萎縮がみられるが，筋腹長軸長の
変化は明らかにされていない．骨格筋組織の DTI では，λ1は筋線維に対して水平方向の異方
性を，λ2およびλ3は垂直方向の異方性を示している．本研究で，切腱術後に筋萎縮の所見に
加え，腱の伸長および筋腹長軸長の短縮を確認した．DTI パラメータの中でλ1 と骨格筋機能
が強く相関し，λ1は筋腹長軸長の変化とも相関していた．λ1の低下は下腿三頭筋腹長軸長の
短縮による異方性の低下を示し，異方性の低下がアキレス腱切腱後に生じる骨格筋機能低下の
主要素であると考えた．筋機能不全において，λ1 は骨格筋機能を定量的に評価できるパラメ
ータであることが明らかになった．DTIは骨格筋機能評価の指標となる可能性を示した． 
本研究は，アキレス腱切腱後のラット下腿三頭筋機能が DTIパラメータと相関することを示
した．DTIはアキレス腱切腱後の下腿三頭筋機能不全に対して有用であり，骨格筋機能評価に
おいて臨床応用できる可能性がある． 
